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1．はじめに

　地盤のS波速度構造を簡便に精度良く評価するための手法として、微動の表面波的特性を利用する方法がある例えば1）・2）。

これらの手法の適用限雰を議論する上で、微動の振動源（微動源）スペクトル特性を把握しておくことは重要と考えら

れる。しかし、微動源の多様性やモデル化の困難さから、そのスペクトル特性を検討した例は少ない。そこで本研究で

は、微動源スペクトル特性の掘握に関する予備的検討として、微動源を地表面にランダム分布する，薫加振源に単純化し、

観測微動の水平鉛直スペクトル比（R／Vスペクトル）に基づいて微動源の水平鉛直加振力比の推定を試みる。

2．日／Vスペクトルに基づく微動源水平鉛直加振力比の推定

　地盤を3次元水平成層構造とし、各層の層厚、密度、P波・S波速

度は麗知とする。このとき、地表面にランダム点加振源を仮定した場

合の、高次モードまで考慮した表面波のH／Vスペクトル（H八りsおよび

水平動中のレイリー波ラブ波振幅比RILが次式で表せる2）。
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ここに、Aはミディアムレスポンス、kは波数、u／wはレイリー波の

粒子軌跡縦横比、αは水平鉛直加振力比・P巧，P晒は1次モード表面波

の鉛直・水平成分の相対パワー、添字R，Lはレイリー一波・ラブ波を表

す。幾報2〉では、RILの値を経験的に0」7と仮定することで、（R八りs

が微動蘇／Vスペクトル（H八りmをほぽ説明できることが示されている。

そこで本研究では、表面波HIVスペクトルが微動HIVスペクトルと

等しいと仮定し、（1）式を逆算することでαの値を推定する。

3．検討地点の微動H／Vスペクトルと地盤特姓

　東京都江東鷺夢の島、釧鴎市旭小学校、同市寿小学校、神戸帯東灘

区向洋中学校（穴甲アイランド）（以下、サイトA－D）で観測された

3成分微動波形データ1）・3）を検討対象とした。観測は、サイトAでは

日中に、サイトB－Dでは深夜に行われた。微動のH／Vスペクトル

（H／V）mは次式により求めている。

（H八7）m漏（SNS2膚一SEW2）112／SUD （5）

ここに、SNS，SEW，SのはNS，EW，UD成分のフーリエスペクトル振幅

である。図一1にサイトA－Cで得られた微動のHIVスペクトルを示す。

　各サイトのS波速度構造を図一2に示す。サイトAではP　S検層結

果三）を、サイトB－Dでは検層結果がないため微動のアレイ観測から推

定した構造1）β）を驚いた。これよりも深い構造は、既往の地震探査結

果など例えば4〉陶を参考に仮定した。なお、各サイトの微動｝｛／Vスペク

トルのヒq一ク周期（L4，0．3，1，5，6s）は、図一2の構造から計算される

地盤の三次固有周期と対亦している。

4．推定加振力比

　各サイトの微動HIVスペクi・ルと地盤構造を用いて（1〉式を逆算し、

αを求めた。ここで、サイトAでは、交通振動の距離減衰特惟の逆解
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図一1サイトA－Cでの微動群Vスペクトル
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析から振動源の水平・鉛直加振力および両者の比軌が周

期0．5秒以下の範照で推定され、ている6）。そこで図一3に、

サイトAの微動HIVスペクトルから逆算されたα踏αm

（丸印）を軌（実線）と比較して示す。図には、逆解析

における亀の推定標準誤差（破線〉も示してある。αm

の値は周期0、5秒以下では1穆度であり、αtの推定誤差

範囲内に概ね収まっている。このことは、本手法から得

られたαmの妥当性をある程度示している。

　図一4に、逆算から得られた各サイトのα灘の周期特性

を示す。図から、αmは、どの周期帯でもサイトによる

ばらつきがやや大きく、日中（サイトA）と夜間（サイ

トB－D）とでその値を区別することは難しい。しかし、

各サイトとも、αmは、地盤の閲有周期に依らず、周期

0，7秒程度を境にして、短糊期側と長周期側とで値が異

なる傾向が認められる。この傾向は、周期1秒程度を境

にして、短，周期側では主として人間活動が、長周期側で

は主として気象活動が微動源となっているという翫往の

研究報告7）と概ね調和的である。このことから、周期0「7

秒程度以下のαmの億（0・3－3程度）は人間活動による微

動源加振力比に、それ以上の周期帯でのαmの値（0，レ0マ

程度）は気象活動による微動源加振力比にそれぞれ対応

するものと推察される。
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図一2サイトA－DのS波速度構造
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5．まとめ
　地盤構造既知の地点で、H／Vスペクトルを胴いて微動源の水平鉛直加振力比の推定を試みた。推定された加振力比の

値は、交通振動の距離減衰特性から求めた値とほぼ対応した。また、推定加振力比は、周期0，7秒程度を境にして、短

周期側では0．3－3程度、長周期側では0．1－0．7程度と、値が変化する傾向が認められた。これらの値は、それぞれ入間

活動および気象活動による微動源加振力比に対応するものと推察される。
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